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南部ブロック社会教育活動事業報告

冬の星空ウォッチング

「わーっすごい」という歓声が天体望遠鏡をのぞき込む人から聞こえました。右半分が輝く月明かりで星をさえぎる雲が少ない好条件で，ふくやまふれ愛ランドのグラウンドには空一面にたくさんの星が輝いている中，１月２２日（金）冬の星空ウォッチングを行いました。

講師をお願いした「アストロクラブふくやま」の会員のみなさんが持ち寄った大型の天体望遠鏡は、月面の大小のクレーターが手に取るようにくっきりと見えるものや、木星とその衛星が４つ見えるもの、ほんのり赤味がかった火星、まさにいま星が誕生しつつあるオリオン座大星雲をはじめそれぞれの方角に位置している星を映し出していました。参加者の中には、星座表を持参して学習したばかりの実際の星座と見比べて話し合うほほえましい親子の姿も見られました。寒風吹きすさぶ夜でしたが７０人の参加者が集まりなごやかな観察会となりました。

ブロック社会教育センターより

この美しい星空をいつまでも守るために、不必要な灯りはこまめにスイッチを切ることや、家族は一部屋に集まって冷暖房を使うことなど，家庭でできることに取り組みましょう。
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芦田川バードウォッチング

天候に恵まれた１月３０日（土）午前、芦田川河口付近にいる水辺の鳥を川土手から観察をしながら参加者５０人が散策しました。鳥の説明は日本鳥類保護連盟の３人の方にお願いしました。

講師が持参した高倍率の望遠鏡で見ると川面に浮かぶ鳥が間近に見え、体毛の模様の特徴や、くちばしの色や形などによって鳥の名前がわかることを説明していただきました。講師のまわりを取り囲んで、それぞれの鳥の特徴についての説明を一言も漏らさないように、紙にぎっしりとメモする子どもたちがたくさんいました。頭に皿を乗せたようなカンムリカイツブリや、ちょんまげをたらしたようなキンクロハジロ、中でも体は白くて目の周りが黒くとさかが白く立ったようなミコアイサには注目が集まりました。竹ヶ端運動公園内の野鳥観察では、木の枝にとまっているメジロやヒヨドリなどが見られました。今年は３０種類の野鳥が確認できました。

ブロック社会教育センターより

野鳥が住みよい環境を守っていくことは私たちにとっても大切なことであり、芦田川の水質を汚している原因の中で割合が高いのが生活排水であること、食べ残しの汁などを流さないように心がけることなど、一人ひとりが気をつけてみんなの芦田川をきれいにしましょう。

済美校区人権問題講演会　報告

人権文化を考える　福を運んだでこまわし

芝原生活研究所所長　辻本一英さん

阿波木偶箱回しを復活する会　中内正子さん　南君代さん

去る12月４日（金）に瀬戸コミュニティセンターで済美校区人権問題講演会が開催されました。講師には徳島市から芝原生活文化研究所所長の辻本一英さんをお迎えし，『「人権文化を考える」～福を運んだ，でこまわし～』と題してご講演いただきました。また，阿波木隅箱廻しを復活する会の中内正子さんと南公代さんに「でこまわし」の実演をしていただきました。

「でこまわし」とは，「えびすさん」や「だいこくさん」などのあやつり人形を木箱に入れて持ち運び，縁日や家々を回って行った門付け芸・祝福芸のことです。四国では娯楽が少なかった明治期に人形芝居が発達しましたが，「でこまわし」はそんな文化の中で，四国山地の山村に娯楽と祝福をもたらす役割を担いました。しかし芸人は「物もらい」とさげすまれ差別を受けたので，「子や孫には差別を受けさせたくない」と廃業を決意し，人形を密かに川に流した歴史もあります。

辻本さんは，「差別を恐れるがゆえに伝統的な無形文化財が姿を消さざるをえなかった。しかし，文楽の源流に存在した「でこまわし」は，被差別民衆の誇るべき文化である」とEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(の),述)べました。

　昨年，辻本さんらが所蔵する人形などが国の有形文化財に登録されました。また，2007年にドイツで，昨年はフランスで公演を成功させるなど，「でこまわし」は人権文化を求める潮流の中で，新たな役割を担っています。


南部こんなんやるＤay
南部ブロック管内の講座のご案内です。

みなさま　どうぞ　ご参加ください。
南部ブロック社会教育センター　　　℡９５６－４６４１
☆公園に行こう！南部わくわくプレーパーク

と　き　３月１６日（火）１０：３０～１１：３０
　　　　※雨天中止
ところ　山手町６丁目　ぞうさん公園（泉公民館となり）
対　象　保育所や幼稚園に行ってない幼児と保護者

スペースシャトル・しゃぼん玉，いろいろ飛ばして遊ぼう！


ボーノさんのささやき
地球には６０億以上の人々が住み，１９０以上ある国々の様々な地域で生活しています。

私たちの住む町でも，年々外国の人をよく見かけるようになりました。

国によって，言葉・文化・宗教・生活習慣などたくさんの違いがあります。違いを認め，お互いに理解し合うことで，全ての人が安心して快適に暮らすことができるのではないでしょうか。

全ての人に対して国籍や肌の色・言葉や文化を問わず，同じように接しているでしょうか。今一度，自分自身に問いかけてみましょう。

視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























